
〔研究ノート〕

飛行機事故の現象面的考察

山　本　喜　一

序　吉弘貴先生のこと

　先生がお亡くなりになったのは一昨年10月でしたから，はや1年余りに

なります。直前の9月末の富山の学会に出掛けたいとの御意向を承っていた

矢先だけに，本当に急なことで荘然としました。と申しますのも，私は本学

への赴任を半年後に控えて，先生には特に御指導を仰がねぽならない立場に

あっただけに，途方に暮れたと申しても大袈裟ではありません。

　先生と私とは，岐阜大で御一緒した時期もあったはずですが，私が岐阜大

へ赴任した時には，先生は短大の方にお勤めでしたので，東松先生（現在朝

日大教授）からお名前は折にふれて伺っていたものの，会議などでお会いす

る機会は全くありませんでした。ただ，一度だけですが，先生が東松先生の

部屋へお立寄りになったとき，偶然その場に居合せてお話できたことがあり

ました。明治の面影を宿しておられた風貌が，そのときの第一印象として今

でも目の前に浮びます。伝え聞くところによりますと，本学でも先生は学生

に対して非常に厳しく対処されていた由ですが，そのように気骨ある先生が

一人減ったことは淋しい限りであり，学生のためにも残念だと思う次第で

す。

　改めて先生の御冥福をお祈り致す次第です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和62年4月）
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飛行機事故の現象面的考察

　1．飛行機事故の発生記録

　一昨年8月の日航機の事故では，犠牲者が未曾有の多数に及んだことで

我々は非常な衝撃を受けた。その際，人々は昭和41年の一連の事故（2月

4日全日空機羽田沖に墜落，3月4日カナダ航空機羽田空港に着陸失敗，3

月5日BOAC機富士山に墜落）を思い出して，その直後飛行機を利用する

ことに対して，

　　事故が起ったのは，それだけ事故の起るポテンシャルが高まっているは

　　ずだから，まだ暫くは様子を見た方がよい

という声がある一方で，

　　事故のあとでは整備が特に念入りに行われるから，かえって大丈夫だ

という声もあったように思う。

　因みに，昭和49年から一昨年の昭和60年までの12年間に世界で起った

飛行機の大事故を，『交通年鑑』（交通安全協会編）より拾い上げてみると以下

のようである。（軍用機，セスナ機の事故は除外した。また，乱気流，落雷

に関するものは，記録の範囲が我が国の上空に限られているので，同様に除

外した。）

昭和49年

昭和50年

昭和51年

昭和52年

昭和53年

昭和54年

昭和55年

昭和56年

昭和57年

118

1／31，　3／3，　4／23，　4／27，　9／8，　9／15，　11／20，　12／L　　12／5．　12／22

4／4，　6／25，　7／31，　8／4，　8／20，　12／17

1／1，　9／10，　9／20，　10／14，　11129，　12／25

1／14，　3／28，　5／27，　9／27，　11／20，　11／21，　12／4

1／1，　2／11，　3／1，　3／3，　3／25，　4／21，　9／25，　11／15

3／29，　5／25，　8／4，　8／15，　10／17，　10／31，　11126，　11／28

1／21，　2／27，　3／14，　4／27，　8／20，　8／26，　11／19，　11／21，　12／21

6／23，　7／20，　7／27，　8／23，　9／15．　10／10，　12／1

1／13，　2／5，　2／9，　3／20．　7／9，　8／11，　8／26，　9／13，　9／17，　9／29，　10／17，　10／17，

12／9、　12・’25
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昭和58年

昭和59年

昭和60年
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1／16、　3／11，　3／11，　6／2，　9／L　　9／14，　9／23，　11／27，　11／29，　12／7

1／11，　8／5

1／18，　1／19，　1／21，　2／19，　6／24，　8／2，　8／12，　8／22，　12／12

　2．事故発生のモデル

　この記録を現象面的に（事故の起った日時だけを考察の対象として）見る

とき，どのようなモデルが当嵌まるであろうか。

　前に挙げた二つの心理は，いずれも事故の起る可能性が時間の経過につれ

て変化することを前提としている。変化の有無を云々するためには，変化が

ないモデルを設定して，それが上の資料に当嵌まるか否かを調べれぽよい。

　そのために，“事故の起る可能性に変化がない”ことを次のように理解し

てみよう。

　　時間の経過を同じ幅の小区間に細分するとき，各小区間で事故が起る確

　　率は，それ以前の小区間で事故が起ったか否かに関係なく一定の値p

　　である。その際，ρは非常に小さいから（大きくては大変である！！），

　　各小区間で2回以上事故の起る確率は無視することにする。

　以下，このモデルが当嵌まるかどうかを，以下3，4の二つの角度から調

べてみることにする。

　3．一定期間内に起る事故の件数

　考える時間区間を（0，T）とし，これをn等分した小区間のうちのいず

れかでfl回起る確率P々は

　　・・一・C・P・（1－P）n－・－n（n－1）（n－2｝◆◆’（n－”＋1）ph（・－P）n－・

　　　一（留）h（1－P）n（1一丁）（1講；！1－≒1）．

時間区間（0，T）における事故の平均回数はnPで，

3

これをAとおくと，細
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分数nが十分大きく，ρが十分小さいときは，llが0，1，2，…，5とあまり大

きくない範囲では

　　　　　（1－P）・一（1一誓）n－（i一丁）n≒e一㌔

　　　　　（1＿⊥）（1一そ）…（1－≒1）≒・・（1－P）k≒・

と近似して

＿　．λhera
　　　　　　　　　　　　　　P，≒　　　　　　　　　　　　　　　　　　ん！

が得られる。（leは本来0からnまでの可能性があるが，λがあまり大きく

なけれぽ

　　　　　　冊＋…＋e－・（1＋λ＋4＋…＋；；）

　　　　　　　　　　　　　　　　≒e一λ・eλ＝1

となって，P々の近似としては十分である。）

　いま，（0，T）を1ヵ月として，各月の事故件数を調べてみると下の表が

得られる。

事故件数 0 1 2 3　　4～ 計

月　　数 77

（74）

44

（49）

17

（17）

6　　　0

　（4）

144

　　　　　　1ヵ月・平均事故ma＝2≦坐±≒i芋3逸一昔一・・67

　　　　　　　　　　　　　　　　　　へん　　え括弧内の数字はλ一・・67とした・44×音の値（本稿末尾のXX参照）

で，現実の値と非常によく適合しているといえる。

4．事故の間隔

　事故間隔を変量Tとみれぽ，我々の場合94個のTの実現値を観測して

いるわけである。

　120　　　　　　　　　　　　　　　　　－　4　一



　　　　　　　　　　　　　　〔研究ノート〕飛行機事故の現象面的考察（山本）

　いま，一つの事故が起った時点を0とし，次に事故が起るまでの時間が

t，すなわちt〈T〈t＋ltである確率P（t〈T〈t＋zdt）を考えてみよう。

時間区間（0，t）をn等分して4r＝tと考えると，　t〈T〈t＋］tは，事

故が（0，t）のn個の小区間では起らないで（t，　t＋zlt）ではじめて起る確

率であるから，

　　　　　　・（t・T・t＋A・）一（・－P）・p－（・」裟）㌣

　　　　　　　　一（1－∠L）η㌃≒・一・1－4・－1・・㌃．

ここで，4－・’とおけぽ

P〈tくT＜t＋∠lt）≒2L’　e－z’CAt．

これは事故間隔Tの密度関数が

　　　　　　　　　　　P（t）＝NeLYt　　（t＞0）

であることを示している。A＝nPは（0，　t）における事故の平均回数であっ

たから，X－－tl一蝉位時間におけ・事故の平均回数臆味す・定数であ・．

　ここで，単位を1日にとって我々の資料の事故間隔を整理すると下のよう

になる。

事故間隔 0　～　　20　～　　50　～　　90　～　150～ 計

件　　数 36　　27　　17　　10

（33）　（29）　（19）　（10）

5
（
4
）

95

1ヵ月の事故の平均回数が0．67であるから，1日の事故の平均回数Nは
0．67
　　＝0．022である。従って最初の級間（0，20）については，30

　　　　ji°・・e－・’・dt－［－e－・’・］i°一・－e－・・44－・一・・65－…5・

　　　　　　95×0．35＝0．33

が理論的期待値（上の表の括弧内の数字）となる（e－°’44の値は数表のR＝

0．44，fl＝0の欄で読みとることができる）。以下同様に計算して比較する
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　　．Vがボアソ

率　　1）しX　　二　k、

　　　　　　　　　　　ボアソン分布表

ン分布パラメターλに従うとき．ft＝0．1，2，…に対する確

ニ パ．．沈1をもとめ数表化したものである。
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と，この角度から見てもモデルが非常によく適合していることがわかる。

　　結論として，世界を股にかけて飛び廻っている人にとっては，航空機事故

は，現象面で見る限り，何時突然的に起っても不思議はないと達観している
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しか仕方がなさそうである。

　5．あとがき

　『交通年鑑』で昭和40年以降の事故発生年月日を調べてみると，昭和46

年，47年，48年の3年間が前後の年度に比較して異常に多いのが目立つ。

実際，昭和40年から60年までを一括して上述のような考察をしてみると，

理論的期待値と現実の度数とはかなりはずれたものになる。もっとも，40

年から45年までの6年間（λ＝0．81）と，46年から48年までの3年間（7，

＝ 2．36）とを別々に扱えぽ，それぞれについては我々が扱った49年から60

年までの間におけると同程度の一致が見られる。その異常な3年間は，現実

には航空業界が飛躍的に発展した時期に当っており，それ故にこれら三つの

時期はそれぞれを取巻く状況が異なる（同一の母集団からの標本ではない）

と考えるべきであろう。
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